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 要  旨 
・背景と目的 
 ソフトウェア製品は日々複雑化が進み、開発の規模が拡大している。しかし、製品の
ライフサイクルは短縮され、低価格化、品質に対する厳しい目と、顧客や市場の要求は
厳しくなっている。そのため、現場への負担は増加する一方であり、混沌とした多くの
開発現場が存在する。よって、開発の効率化を図らなくてはならないため、ソフトウェ
ア開発現場では、プロセス改善が求められている。既存のプロセス改善手法も存在する
が、改善工数の重量化や現場で求めている課題の解決とは一致しないなどの理由により、
定着できない現場がある。よって、本研究では、ソフトウェア開発における作業のムダ
を発見・除去することでプロセス改善を実施する方法の提案を行う。また、ソフトウェ
ア開発は、知的な作業が多くを占め、その改善が重要であると考え、知的要素作業にお
けるムダの発見・除去についての提案を行う。 
・研究のアプローチ 
 ソフトウェア開発現場の現状調査により、現場でいま抱えている課題とは何かを検討
した結果、問題がわからない・見えないという課題があることがわかった。よって本研
究では、問題を発見するために、ムダを定義する。しかし、ソフトウェア開発の作業は
多様であるため、ムダの定義が困難であるため、ソフトウェア開発における作業を分類
し、作業の特性を明らかにし、ムダの発見と除去の提案を行う。 
・提案内容 
 ソフトウェア開発は開発者の動作による作業と開発者の思考による作業と分類できる 
動作による作業とは、モノを運ぶ、入力する、情報を伝える等の作業を実施することで
ある。動作は、肉体的な動作と情報を伝達するという動作がある。志向による作業とは、
仕様を考える、設計を考える等の作業を実施することである。それぞれの作業において
異なる改善を実施しなくてはならない。肉体動作作業は、トヨタ生産方式などの改善手
法により改善する。伝達動作作業は、情報転写理論を応用した情報転写プロセスモデル
により伝達におけるムダの発見・除去を実施する。思考作業はさらに詳細な知的要素作
業に分類でき、それぞれの作業のムダを取り除くことでプロセス改善を行う。知的要素
作業には、構造化、連想、選択、適合、比較、想定、忘却、創造がある。提案している
ムダのパターンとして、構造化におけるムダ、連想におけるムダ、想定におけるムダ、
忘却のムダ、不適切な知的要素作業によるムダ、知的要素作業の同時作業によるムダ
思考作業、外部割込みによるムダ、動作作業と思考作業の同時作業によるムダ、動作作
業による待ちのムダがある。これらのムダを発見・除去する手法の手順は、開発プロセ
スを本研究で提案している情報転写プロセスモデルに対応づけ、プロセスモデルを作成
する。ムダがありそうな箇所をムダ発生パターン表を用いて特定する。ムダがありそう
な箇所を詳細化しどのような作業を実施しているか分析する。ムダを発見し改善策を立
案する。 
 
